
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨ
Ｐにおける測定ツー
ル紹介）

事務担当者名

住所

年間６日程（８月～１１月で３日程、１月～２月で３日程）のうち、学校側が都
合のよい日程を選択して受検できます。全ての日程で異なる問題を作成している
ため、クラスによって異なる日程（時期）を選択することも可能です。

「基礎力」「読解力」「作成力」に大別し、その能力を５つの大問により測定し
ます。特に一定数の文字量の文章を手書きで記述することを重視しており、３級
では１７０字程度の通信文の推敲、４５０字程度の意見文の作成を課していま
す。測定は１回で完結しますが、年間６日程全てで同レベルかつ異なる問題（新
しい問題）を出題しているため、複数回受検して学習の伸長度を確認することも
可能です。また、大学や企業での活用例も増えてきているため、学習した内容・
結果がそのまま入試やレポート作成、就職試験などの将来にも役立ちます。

ＰＢＴ

約４０日後

英語数学

６０分

国語

３，０００円（税込）／回

④対象教科

高校１年生から２年生

○
⑤測定内容
の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

中村　真樹 所属部署 開発企画部

m-nakamura@kanken.or.jp

０７５－５３２－１１１０

http://www.kanken.or.jp/bunshouken/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

公益財団法人 日本漢字能力検定協会

文章読解・作成能力検定 ３級

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号） ０７５－７５７－８６００

平成30年6月28日

義務教育段階で身につけた語彙力を土台として、文章の読解力や作成力、ひいて
は論理的思考力やコミュニケーション力を高めることを目的としています。

⑩試験時間（分）

〒605-0074　京都市東山区祇園町南側551番地

（E-mail)

mailto:m-nakamura@kanken.or.jp
http://www.kanken.or.jp/bunshouken/


（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

測定ツール名： 文章読解・作成能力検定 ３級 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

国語の基礎学力の定着度合を確認することを目的として、国語における「書くこと」「読むこと」

に関する能力を測定します。 

 出題範囲は、「国語総合」の学習内容としますが、一部中学校「国語」の内容も含みます。 

 診断は１回の受検で完結するものですが、複数回受検したり、上位の級にステップアップしたり

することで、より明確に伸長度が確認できます。 

 出題形式は、選択式と短答式・記述式であり、知識・技能などの基礎問題に加えて、これらを活

用して課題を解決するために必要な思考力・表現力等を問う問題を出題します。 

特に一定数の文字量を要求する記述問題を必ず２問以上出題します（１７０字程度の通信文推敲

問題、４５０字程度の意見文記述問題）。 

    

（２）構成等 

 ①出題形式 

選択式１５問程度（三択または四択） 

短答式３問 

記述式２問（１７０字程度１問、４５０字程度１問）  

 

 ②出題範囲 

＜各回共通＞「国語総合」の学習内容６割程度、中学校「国語」４割程度 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

出題語彙について、漢検３級程度（中学校卒業程度）を基準としており、読解問題及び記述問題

については、約１６，０００人を対象としたモニターテストの実施および過去５年間の検定実施

実績により難易度を設定しています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

読解問題では、日常的な題材から社会的な内容にまで範囲を広げ、問題を解くことで、受検者が、

国語の能力を高めると共に視野を広げ新たな情報を得ることもできるように配慮しています。グ

ラフや図表読解では、図表読解の力を養成するだけでなく、レポートや報告書を作成する際に図

表を効果的に利用することが可能なように学びを工夫しています。 

意見文の作成では、受検者が日常的に触れることが多いテーマを選び、興味関心を持って取り組

むことができるようにと考えています。意見文の作成を条件通りに行うことで、ブレーン・スト

ーミングを活用した材料集め、事実と意見を分けて書くこと、理由を論理的に説明すること、１

段落には１つの内容を書くこと、などが総合的に学べます。さらに、手紙文では、１文には１つ

の内容だけを書くこと、誤字や敬語の修正など、推敲の技術が身に付くように考え、日常的には

触れないものの、進学後や就職後の実社会に出て必要となる場面を想定した問題を出題していま

す。 

（５）その他特長 

 



 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

＜結果提供項目＞いずれも紙媒体での提供 

①問題 ②正答・作成例 ③総合得点 ④合否判定 ⑤結果総評 ⑥選択式問題の結果詳細（正誤） 

⑦分野別得点 ⑧合格者平均点 ⑨記述問題の結果詳細 ⑩今後の勉強方法（学習アドバイス） ⑪

本人と同じ年齢層の分野別得点率 

 

＜個別の内容＞ 

①問題：受検終了後に一旦回収し、翌日以降に配付します。 

②正答・作成例：受検５日後を目安にｗｅｂサイト上で公開します。これにより、受検後早期に確

認することが可能です。 

③総合得点：２００点満点で示します。 

④合否判定：当該級のレベルに到達しているか否かがわかります。 

⑤結果総評：得意な分野と苦手な分野がわかるように記述文で示します。 

⑥選択式問題の結果詳細：選択式問題のそれぞれについて、正誤及び無答、失格（指定外の個数を

マーク）を記号で示します。復習する際に役立ちます。 

⑦分野別得点：設問分野別の得点を示します。 

⑧合格者平均点：設問分野毎の合格者平均点を示します。これにより、自己と合格者との差を確認

することができます。 

⑨記述問題の結果詳細：記述問題について、採点ポイントごとに何ができていて何ができなかった

のかを示します。 

⑩今後の勉強方法（学習のアドバイス）：何が課題であり、どのような観点で学習していくことが

望ましいのかを示します。 

⑪本人と同じ年齢層の分野別得点率：受検者には、本人と同じ年齢層の分野別得点率を示します。

自己の能力がどのあたりのレベルにあるのかがわかります。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

＜結果提供項目＞いずれも紙媒体での提供 

①申込者数・欠席者数・受検者数・合格者数・合格率（級別表示）②受検者全員の得点・合否一覧 

③設問分野ごとの平均点の比較 ④結果コメント（得意分野と苦手分野の指摘）  

⑤枝問・小問ごとの正答率分析比較（選択式問題限定） 

 

＜個別の内容＞ 

③学年クラス別に設問分野ごとの平均点を表示するため、全国平均や合格者平均との差異を把握で

きます。 

④総括的に学校ごとの得意分野と苦手分野を示します。 

⑤選択式問題において、具体的にそれぞれの問題の正答率が確認でき、次の指導に活用できます。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

検定結果は合計２００点満点のスコアで表示するとともに、測定する能力分野ごとに同年齢層との

差異を示します。 

また、結果総評として得意な分野と苦手な分野がわかるように記述文で示すとともに、記述問題に

関しては、問題ごとに採点ポイントを設け、それぞれの条件を満たしたか否かを記述詳細に表示し

ます。手紙文では、書くべき内容は問題ごとに変わりますが、それ以外の項目（敬語や文のつなぎ

方）は共通です。また、意見文は毎回共通の視点（文章構成、事実の具体性、意見の明確さ、理由



の説得力の有無、表現表記の瑕疵の有無）による結果詳細を表示します。そのため、過去の成績（検

定結果）と比較することが容易です。さらに、各自の苦手分野に関しては、｢今後の勉強方法｣でア

ドバイスを示し、苦手分野の克服の助けになるものと考えています。 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

専門的な知識を有する研究者、教員等で構成した問題作成委員による問題原案を、問題作成検討会 

（４回以上開催）で精査し、完成させています。また、検定実施後に、受検結果データを分析し、

設問文にあいまいさはなかったか、問題の難易度に大きな差異はなかったかなどについて検討して

います。その結果を問題の向上に活用しています。 

 

（２）学校における実施方法 

学校での実施にあたっては、事前に「準会場の手引き」（準会場規定含む）等の対応マニュアルを

配布します。事前に不明点を確認したい場合や当日のトラブルに備え、通話料無料のお問い合わせ

窓口を設置しています。 

学校単位、クラス単位、また希望者のみなど、様々な単位で受検できます（10 名以上）。 

またクラス内の生徒間の学力差に応じて、同一教室内で、別の級を同時に実施することが可能です。 

学校には、申し込みや入金などの事務と本検定の実施当日の運営を行っていただきます。具体的に

は問題冊子・解答用紙の配布、実施時の監督、解答用紙の回収と当協会への返送を行っていただき

ます。 

 

（３）採点の方法と体制 

採点は、採用試験をクリアして採用され研修を受けた採点員（主に大学や高校または予備校等の講

師等経験者や大学院生等）により、あらかじめ協会が定めた採点基準に則って採点ポイントごとに

行われます。１つの答案に対して複数回（別の採点員が採点）採点し、採点員による差が出ないよ

う配慮しています。その上で、採点員ごとに最終採点結果との差異を評価し、採点員本人に随時伝

えることで精度向上に努めています。 

また、採点時は、当該問題の解答欄のみを表示する仕組みをとっており、答案用紙の会場名・氏名

等の情報を採点員は知り得ず、公正性を担保しています。 

 

（４）情報管理体制 

当協会は、情報セキュリティー基本方針並びに個人情報保護方針を策定し、運営しています。また、

一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）の審査を受け、２００４年よりプライバシー

マーク付与事業者として登録され、更新審査も７回経ています。 

  



 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

弱視等の視覚障害のある受検者の場合、問題冊子・答案用紙を拡大して受検することが可能です。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

事前／事後学習教材として複数種の問題集を用意していますが、別料金のため任意での使用となり

ます。 

なお、受検者に対しては事後学習用の無料教材を検定結果と共に配付しています。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

アンケートについて必須のものはありませんが、ご要望に応じて作成・実施することは可能です。 

 

（４）個人受検の可否 

一部地域（2018 年時点では東京・大阪）において、個人受検用の会場を設けています。 

 

（５）問題内容の情報提供 

既出問題については、過去問題集の販売という形で一般に提供しています。サンプル問題や正答例

についてはホームページに掲載しています。また、受検者・受検校には、受検した問題・標準解答

を提供します。 

 

（６）その他 

学校の許諾なく、教育委員会等へ情報提供することはありません。 

 

 



（様式３）

事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会
測定ツール名：　文章読解・作成能力検定　３級
対象教科：　国語
測定内容の区分：　標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

帳票（生徒向け） 検定結果通知 ３－１
○

帳票（学校向け） 会場別成績資料 ３－２
○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

文章検ガイド ３－３

学校用実施マニュアル
準会場の手引き ３－４

＜提出任意の書類等＞

情報管理体制に関する書類 プライバシーマーク登録証 ３－５

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号



























（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

測定ツール名： 文章読解・作成能力検定 ３級 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・漢検３級（常用漢字１６０７

字）程度の語句・慣用表現の

意味が理解でき、文脈や意味

に応じた語句・慣用表現を選

別できること。 

 

【設問数】５問（程度） 

【出題形式】 選択式 

 

 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校 国語 第２学年 

Ｃ読むこと 

（１）ア 抽象的な概念を表す語句や心情を表す語句などに注意して読

むこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 

（イ）抽象的な概念を表す語句、類義語と対義語、同音異義語や多義的

な意味を表す語句などについて理解し、語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

ウ 漢字に関する事項 

（ア）第１学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字のう

ち３５０字程度から４５０字程度までの漢字を読むこと。 

 



 

※ 本資料は、検討段階のたたき台であり、今後更に検討を進める上で十分変更があり得るものである。 
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記載例 

測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・表現において、文法的な違い

が果たす意味・役割を理解で

きること。 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ読むこと 

（１）ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 

(ｲ)文や文章の組立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理解し、

語彙を豊かにすること。 

中学校 国語 第３学年 

Ｃ読むこと  

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価

すること。 



 

※ 本資料は、検討段階のたたき台であり、今後更に検討を進める上で十分変更があり得るものである。 

 

3 

記載例 

測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・資料から読み取れることを整

理できること。 

 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ読むこと 

（１）イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 

（２）イ 文字、音声、画像などのメディアによって表現された情報を、

課題に応じて読み取り、取捨選択してまとめること。 

中学校国語第１学年 

Ｃ読むこと 

（２）イ 文章と図表などとの関連を考えながら、説明や記録の文章を

読むこと。 

・文章構成を把握し、筆者のね

らいが理解できること。 

 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ読むこと 

（１）ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。  



 

※ 本資料は、検討段階のたたき台であり、今後更に検討を進める上で十分変更があり得るものである。 
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記載例 

測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文法的に正しい文を書けるこ

と。 

 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 

Ｂ書くこと 

（１）ア 相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や文体、語句な

どを工夫して書くこと。 

・日常必要とされる通信文を与

えられた条件のもとで書け

ること。 

【設問数】１問 

【出題形式】記述式（１

７０字程度） 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 

Ｂ書くこと 

（２）ウ 相手や目的に応じた語句を用い、手紙や通知などを書くこと。 

・「事実の報告」「意見」「意見

の正しさの論証」の三つの部

分による意見文を作成でき

ること。 

 

【設問数】１問 

【出題形式】記述式（４

５０字程度） 

サンプル問題 

Ｂ 

書
く
こ
と 

国語総合 

Ｂ書くこと 

（１）イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文

章にまとめること。 

中学校 国語 第３学年 

Ｂ書くこと 

（１）イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得

力のある文章を書くこと。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

測定ツール名： 文章読解・作成能力検定 ３級 

対象教科： 国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： ５ 

 

出題科目 国語総合（中学校国語第３学年） 

出題の 

ポイント 

与えられた条件を理解し、対立する二つの意見のうち、いずれかの立場に立って自分の意見

を述べ、その理由も説明できるかどうかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
なし  ○ 
   
   

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
    
    

          

主 と し て

問う技能

（ 英語の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
     
     

 

サンプル

問題 

別紙Ａ１参照 

 

解答例 別紙Ａ２参照 

（正答条件） 

観点１ 設問で指定した条件通りに述べられている 

観点２ 経験などにもとづいて「事実」が具体的に述べられている 

観点３ 賛成・反対のどちらかの立場に立って明確に「意見」が述べられている 

観点４ その立場に立つ一般化された「理由」が述べられている 

観点５ 「事実」と「理由」が論理的に「意見」を支えている 

観点６ 誤字・脱字や文法に関する誤りがない 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

国語総合 

Ｂ書くこと 

（１）イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。 

中学校 国語 第３学年 

Ｂ書くこと 

（１）イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のある文章を書く

こと。 

 



サンプル問題番号（大問番号）： ２ 

 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

図表の正しい読み取りができるかどうか、図表を含む文章の意味内容を正しく読み取り、筆

者の意図を理解できるかどうかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問１ ○   
問２ ○   
問３ ○   

 

主 と し て

問う技能

（ 英語の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
     
     

 

サンプル

問題 

別紙Ｂ参照 

 

解答例 問１：ウ 問２：ア 問３：ウ 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

国語総合 

Ｃ読むこと 

（１）イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をした

りすること。 

（２）イ 文字、音声、画像などのメディアによって表現された情報を、課題に応じて読み

取り、取捨選択してまとめること。 

中学校国語第１学年 

Ｃ読むこと 

（２）イ 文章と図表などとの関連を考えながら、説明や記録の文章を読むこと 
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